
議
員
提
出
第
二
十
三
号
議
案

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
求
め
る
意
見
書

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
は
、
多
く
の
人
々
の
命
と
生
活
、

産
業
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
原
子
力
発
電
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
去
る
八
月
二
十
六
日
に
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
成
立
し
、
今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

我
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ

の
資
源
量
は
太
陽
光
、
中
小
水
力
、
地
熱
、
風
力
だ
け
で
二
十
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
あ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
全
国
規
模
で
公
共
施
設
や
低
・
未
利
用
地
に
設
置
す
れ
ば
最
大
で
一
億
五
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
な
導
入
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
仕
事
と
雇
用
を
創
出
し
、
地
域
経
済
の
振
興
と
内
需
主
導
の
日
本
経
済
の

向
上
に
資
す
る
も
の
と
な
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
約
九
割
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２
が
占
め
る
こ
と
か

ら
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
り
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
を
変
革
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
国
の
最
重
要
施
策
と
位
置

づ
け
、
地
熱
、
水
力
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
に
つ
い
て
、
技
術
開
発
の
促
進

及
び
各
種
助
成
制
度
の
充
実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
九
日
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